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						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは検証済みです
ハイン Heyn の建築する所なり。前房を經て石階を上る。壯大目を駭かす。正廳 Aula の美、亦罕に觀る所なり。ハアゲンの演說は電氣燈の現况と題す。

八日。夜工兵營の「カシノ」に至り晚餐す。中尉シヨオンブロオト Schoenbrot の招に應ずるなり。

九日。
タラント Tharandt に留學せる山林學生二人來り訪ふ。夜醫師ヰルケと曲馬戲 Circus Herzog を觀る。

十日。夜ヘルビヒの演說を「カシノ」に聞く。始て所謂「プウドレツト」Poudrette を見る。乾きたる糞の版なり。

十一日。午後プラウエン Plauen に至り、滊機製麪塲を見る。プラウエンはポストプラツツ Postplatz より鐵道馬車にて達す可し。夜地學協會に至る。ロオトの演說を聽く。在亞弗利加洲一等軍醫ヲルフ Wolff の書翰󠄀を朗讀し、其近情に基きて拓殖地の未來を辯ず。後ロオトと同じく晚餐す。エムマ Emma 酒を行る。

十二日。夜「ゲエヘ、スチフツング」Gehe-Stiftung の演說を「ビヨルゼンザアル」Boersensaal (Waisenhausstrasse 11) に聽く。演者はキルヒホツフ Kirchhoff にて、其題は海外なる獨逸國の保護地 Die ueberseeischen Schuetzgebiete des deutschen Reichs と云ふ。前日ロオトの演する所と大同小異なり。ロオトは其演說着實を旨として毫も修飾せず。キルヒホツフは巧を音聲の抑揚等に用ゐたり。夜キルヒホツフ、ロオト、エヱルス等と酒亭シヨツプフネル Schoepfner (Landhausstrasse 4, 5) に會す。

十三日 (日曜)。午後五時婦人會 Damengesellschaft に衞戍病院「カシノ」に赴く。婦人會は德停府軍醫の妻及許嫁女より組織す。數年來此企ありしが、此日始て第一集を催したり。是會は夫壻乃至未婚軍醫等皆與ることを得べし。食卓にてロオト起ちて祝辞を讀む。韻語なり。婦人中最も美なるはエヱルス夫人なり。漆黑の髮、雪白の膚、巨眼隆準、尤物と稱すべし。顋は微しく出でたり。然れども疵瘕と爲すに足らず。會長はクリイン夫人なり。瘦小にして能辯。ハアゼ夫人は嬌にして痴、シル夫人は醜にして悍。他は畧す。會散ず。軍醫正ニコライ Niko
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		 このページの最終更新日時は 2019年11月23日 (土) 16:29 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。
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